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皆さんこんにちは。
暦の上では春のはじまりを告げる立春となります

が、まだまだ厳しい寒さが続いていますので、風邪
などを引かないよう注意してください。特に、これ
から受験本番を迎える受験生の皆さんにとっては、
今が一番つらい時期だと思いますが、季節の移ろい
とともに、必ず皆さんにも春がやってきますので、
悔いが残らないよう、最後まで全力でチャレンジし
てください。
さて、昨年末に行われた衆議院議員総選挙におい

て、自民党が大勝し、３年３か月ぶりに民主党政権
から自民党と公明党の連立政権へ交代しました。民
主党政権誕生時には、コンクリートから人へ、政治
主導の政策、地域主権の確立など、新たな視点での
政策が掲げられ、有権者の多くがその実現に期待し
ました。しかし、衆参ねじれ国会などによって、思
うような政権運営ができなかったため、今回の選挙

結果になったものと思います。しかし、新政権にも
デフレからの脱却や東日本大震災の復興、原発政策
の再構築、尖閣諸島等の領土主権の問題など、課題
は山積みです。私は市政を預かる責任者として、新
政権には積極的に施策を展開し、低迷する日本経済
の再生と安定した政権運営を期待しています。
ところで、防災行政無線から流れている、児童の

見守り放送が変わったことにお気づきでしょうか。
この放送は、小学校低学年の児童が下校する頃に合
わせて放送しているものです。今までは大人の声で
録音したものを流していましたが、１２月から、子ど
もたち自身の声で呼びかけるものに変更しました。
これは、私が他市に出張した時に、その市の防災行
政無線から流れてきた見守り放送が、子どもたち自
身による呼びかけのもので、これを聞いたときに、
「子どもたちを守ってあげたい」という気持ちが、
私の心に自然に湧き起こりました。そこで、早速、
本市でも子どもたちの声による放送ができないか、
教育委員会に相談して、実現したものです。私も執
務室にある防災ラジオから流れてくる、子どもたち
の声を聞くたびに、気持ちが和むとともに、「今日
も無事に帰宅できたかな」と思っています。
いざという時は、私たち大人の協力が何よりも大

切です。この放送をお聞きになった時は、温かなま
なざしで子どもたちの安全を見守っていただきたい
と思います。では、また。
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今、あなたは充実した毎日を送っていますか？
それとも生きにくい、辛いと感じていますか？
性別などにかかわらず誰もが住みやすく暮らし
やすい地域社会の実現に向け、男女平等に関する
さまざまな施策を推進するとともに、市民等の男
女平等の取り組みを支援する総合的な拠点施設と
して、朝霞市女性センター「それいゆぷらざ」が
開所しました。
今日まで、女性の悩みを少しでも軽減し、少な
くしたいとの思いで活動してきた女性や男性たち
がいます。何年も何十年もかかってもあきらめず
に、歩きまわり、情報を集め、そして、多くの挫
折を感じながらも男女共同参画に関する活動に努
めてきました。ここに、男女共同参画の拠点施設

ができたことは、さらにさまざまな活動を円滑に
進めることができるものと期待されます。
「それいゆ」はフランス語で「太陽」を意味し、
女性も男性も「それいゆ」のように光り輝けるよ
う応援する場所となるようにとの願いが込められ
ています。
センターは、女性も男性も利用でき、情報発信
や講座、相談なども行います。もし、あなたが自
分らしく生きていないと感じたとき、あなたの気
持ちを楽にしてくれるヒントが見つかるかもしれ
ません。
より多くのひとを応援できる施設になるように、
女性センター「それいゆぷらざ」を一緒に育てて
いきましょう‼

問…問い合わせ

＊このコラムは、「朝霞市男女平等推進事業企画・
運営協力員」との協働により掲載しています。

問／それいゆぷらざ（女性センター）
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「女性センター開所への思い」

人口 １３万１，５９４人（＋ １８人） 世帯数 ５万９，０２５世帯
男 ６万７，０７０人（＋ ４人） （－ ３世帯）
女 ６万４，５２４人（＋ １４人） 平成２５年１月１日現在（ ）内は前月比

ひとの推移
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